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出
雲
市
教
職
員
協
議
会

出
雲
市
教
育
員
会
に
対
し
て

要
望
活
動
を
実
施

出
雲
市
教
職
員
協
議
会
は
、
十
一
月
六
日
（
金
）
出
雲
市
教
育
委

員
会
に
て
、
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
中
尾
一
彦
教
育
長
は
じ
め
、

次
長
・
課
長
の
計
七
名
の
教
育
委
員
会
側
に
対
し
て
、
出
教
協
か

ら
は
、
曽
田
史
郎
副
委
員
長(

田
儀
小)

を
は
じ
め
、
八
名
の
執
行

委
員
が
現
場
の
様
子
、
会
員
の
声
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
要
望
活

動
を
行
っ
た
。
（
藤
井
委
員
長
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め
に
欠

席
）出

雲
市
教
協
か
ら
は
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
子
供
た

ち
の
た
め
に
な
る
、
教
職
員
の
た
め
に
な
る
よ
り
よ
い
環
境
作
り

に
つ
い
て
現
場
の
様
子
を
交
え
な
が
ら
、
要
望
を
行
っ
た
。
特
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
等
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
具
体

的
に
示
し
て
欲
し
い
と
要
望
し
た
。

中
尾
教
育
長
か
ら
は
、
「
我
々
の
気
が
つ
か
な
い
こ
と
も
含
め

て
ご
指
摘
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
教
委
の
考
え
を
示
し
た
上
で
、

意
見
の
違
い
が
あ
れ
ば
話
し
合
い
を
深
め
て
、
お
互
い
努
力
し
て

い
き
た
い
。
」
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

市
の
行
財
政
改
革
が
行
わ

れ
る
中
、
予
算
を
伴
う
要
望

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
特
別
支
援
教
育
は
、

優
先
度
の
高
い
、
最
優
先
項

目
の
一
つ
と
し
て
、
市
教
委

と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
引
き
続
き
必
要
な
学
校

へ
の
配
置
に
努
め
る
、
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

中尾教育長に要望書を渡す曽田副委員長

斐
川
町
教
職
員
協
議
会

「
斐
川
の
教
育
を
語
る
会
」
を
開
催

十
一
月
十
三
日
（
金
）
斐
川
町
教
職
員
協
議
会
（
矢
野
信
子
（
中
部
小
）

執
行
委
員
長
）
は
斐
川
町
内
に
て
、
平
成
二
十
一
年
度
の
「
斐
川
の
教
育
を

語
る
会
」
を
開
催
し
た
。
会
に
は
、
青
木
充
之
斐
川
町
教
育
長
、
富
田
國
夫

学
校
教
育
課
長
、
島
教
協
事
務
局
長
を
来
賓
に
迎
え
た
。

参
加
者
か
ら
は
各
学
校
が
抱
え
る
問
題
や
町
教
委
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
率
直
な
と
こ
ろ
が
話
さ
れ
、

一
つ
一
つ
に
つ
い
て
町
教
委
か
ら
町
の
考
え
方

や
今
後
の
予
定
な
ど
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
た
。

青
木
教
育
長
は
、
「
斐
川
町
の
教
育
が
落
ち

着
い
て
い
る
の
は
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
の
頑
張

り
の
お
陰
で
あ
り
、
感
謝

し
て
い
る
。
町
財
政
は
厳

し
い
が
、
支
援
員
制
度
の

維
持
な
ど
、
教
育
に
は
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

出雲市教職員協議会

代表者会を開催

十二月二日（水）出雲市教職員

協議会は、出雲市内において学校

代表者会を開催した。当日は、各

学校、園の代表者に対して、対市

交渉の報告・人事異動調書の記入

についての説明があった。また、

来年度の役員選出方法についても

説明があり、ブロックに分かれて

の話し合いが行われた。



中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

香
川
大
会

十
二
月
五
日
（
土
）
、

六
日
（
日
）
の
二
日
間
、

高
松
市
に
お
い
て
、
中
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催

さ
れ
た
。
島
教
協
か
ら

は
、
石
原
会
長
、
高
橋
学

校
事
務
職
員
部
長
、
事
務

局
長
が
参
加
し
た
。
中
四

国
各
県
か
ら
の
参
加
者
は

総
勢
約
七
十
名
で
あ
っ

た
。

一
日
目
は
柴
野
栗
山
記
念
館
理
事
長
の
小
川
太
一
郎
氏
に

よ
る
講
演
「
空
海
と
お
遍
路
・
お
接
待
文
化
に
つ
い
て
」
か

ら
始
ま
っ
た
。
お
遍
路
は
い
つ
の
頃
か
ら
存
在
し
た
の
か
、

八
十
八
カ
所
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
、
空
海

は
ど
の
よ
う
な
修
行
を
し
て
い
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、

様
々
な
文
献
を
元
に
お
話
し
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
お
遍
路
さ

ん
、
お
接
待
、
遍
路

道
、
札
所
全
部
ひ
っ

く
る
め
て
世
界
文
化

遺
産
へ
、
と
熱
い
思

い
を
語
ら
れ
た
。

そ
れ
に
引
き
続
き

歩
き
遍
路
体
験
を

行
っ
た
。
会
場
の
石

の
民
俗
資
料
館
か
ら

第
八
十
五
番
札
所
八
栗
寺
ま
で
の
約
一
㎞
あ
ま
り
の
坂
道
を

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
な
が
ら
、
お
遍
路
さ
ん
の
気
分
を
そ
れ
ぞ

れ
に
味
わ
っ
た
。

八
栗
寺
で
は
、
副
住
職
新
見
竜
玄
氏
に
よ
る
講
話
を
拝
聴

し
た
。
本
堂
で
座
禅
を
組

む
な
ど
凛
と
し
た
空
気
の

中
で
、
さ
ら
に
お
接
待
の

文
化
に
つ
い
て
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

二
日
目
は
六
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
、
各
県
の

様
子
や
取
組
な
ど
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ

ば
違
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、

他
県
の
様
子
を
聞
く
こ
と

は
大
い
に
刺
激
に
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
全
国
と
つ
な
が
っ
て

い
る
組
織
に
入
っ
て
い
る
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。
来
年
度
は
山
口
県

教
連
が
主
管
団
体
と
な
っ
て
中
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
ぜ

ひ
た
く
さ
ん
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

柴野栗山記念館理事長

小川太一郎氏

遍路体験をする参加者

八栗寺副住職 新見竜玄氏

生徒指導分科会の様子

第八十五番札所 八栗寺

人
事
異
動
申
し
入
れ

十
二
月
二
十
一
日
（
月
）
よ

り
、
県
教
委
、
各
市
町
村
教
育
委

員
会
、
教
育
事
務
所
に
対
し
て
、

人
事
異
動
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま

す
。で

き
る
だ
け
会
員
の
皆
様
の
ご

希
望
に
そ
え
る
よ
う
、
事
務
局
長

が
直
接
申
し
入
れ
を
行
い
ま
す
。

人
事
異
動
に
関
す
る
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
個
人
情

報
に
関
し
ま
し
て
は
、
近
年
非
常

に
取
扱
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
勤
務
年
数
、
へ
き

地
点
等
の
確
認
を
、
校
長
、
あ
る

い
は
教
育
事
務
所
へ
ご
確
認
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
希
望
調
書
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
事
務
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

人事異動に伴う相

談を随時受付中！

０１２０－９６８－２８０

島教協事務局まで


